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単位：千円

第 章

第 節

地方債の名称　合併特例債
その他の財源　白石土地改良区分担金

負担割合 【国55％　町35％　地元10％(土地改良区)】
事業内容 地沈水路内に堆積した泥土の浚渫及び法面整形、ライニングによる法面保護等の整備
対象施設 地盤沈下対策水路及び幹線用排水路

対象路線 R7施工 地沈37号（新拓地区）　L=220.0m 28,600千円
(今回補正分) 地沈33号（築切地区）　L=260.0m 34,100千円 合計 62,700千円（うち補助対象経費57,000千円）

　農業用水利施設の有効活用と長寿命化を図ることができる。

細節

【当初事業費】　　　　　今泉地区27,500千円
　　　　　　　　　　　　　　遠江地区34,100千円

【追加事業費】　　　　　新拓地区28,600千円
　※R7へ繰越　　　　　築切地区34,100千円　　計62,700千円

内容説明

１　補正の理由

２　 事業変更内容

３　補正予算額

施策 5

災害に強いまちづくり

　令和6年度国の補正予算が配分され、本町において令和7年度に施工を計画している2地区の事業費についての前倒し内示があったことにより、工事請負費を
増額する。（3月補正額分は令和7年度へ繰越）

４　事業の効果

14. 工事請負費 61,600 62,700 124,300 工事請負費

節 現計予算額 補正予算額 補正後予算額

一般財源 42

本年度当初 61,600 現計予算 61,600
第３次白石町総合計画 1 ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

31,350
予 算 額

防災対策の推進

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 2 災害に強く安全・安心な生活環境の整備 取組 1

所属
農村整備課

目   名   称 農地費
農村管理係

財 源 内 訳 予算書頁

62,700
国庫 県費 地方債 その他

23,000 6,270 2,080 継　続

区分 令和６年度　３月補正 会計 一般会計 総合戦略 無 過疎計画 有

款 6 項 1 目 7
細事業名 水利施設等保全高度化事業
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単位：千円

第 章

第 節

地方債の名称　過疎対策事業債
その他の財源　受益者分担金(漁協）

　水産資源の持続的利用と良質な水産物を安全で効率的に供給する体制の整備並びに安全で快適な漁業地域の形成及び漁業経営の向上が図られる。

194,000 125,4503,050

12. 委託料
3,500 △ 200 3,300

189,540

合計 184,000 118,950 62,000

事業名 費目

泊地測量設計 1式 3,300
550

　仮設工 1式

150,300

21,450

1,300

500

2,5509,000

【物揚場・船揚場】 【物揚場・船揚場】

底質土砂分析 1検体

　舗装工 L=17.6m

泊地測量設計 1式

700

3,500

　舗装工 L=17.6m

　浚渫工 A=4,300m2

　散水施設工 1箇所

　鋼管杭打設 N=12本　鋼管杭打設 N=12本

住ノ江漁港水産生
産基盤整備事業

委託料

工事請負費
97,500 53,000

新有明漁港水産
物供給基盤機能
保全事業

委託料

工事請負費

97,500

【泊地（有明側）】
　浚渫工 A=12,300m2 　浚渫工 A=12,300m2

【泊地（白石側）】

27,950
39,240

【泊地（有明側）】

28,200

53,000

底質土砂分析 1検体

　仮設工 1式
　舗装工 L=26.4m 　舗装工 L=26.4m

11,500 3,640

64,500 4,050

2,000 △ 840 1,160

10,000 194,000

　散水施設工 1箇所

【2号物揚桟橋】

150,300

地方債 町費、分担金

変更前 変更後
内容 費用 国県費 地方債 町費、分担金

【2号物揚桟橋】

410

610

底質土砂分析 2検体 底質土砂分析 1検体

１　補正の理由

２　事業変更内容

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1

　工事請負費について、県の内示変更により新有明漁港水産物供給基盤機能保全事業に係る補助対象事業費が増額となるため、白石側の泊地浚渫工に係る事
業費の増額補正を行う。また、委託料について入札減等により不用額が生じたため減額を行い、新有明漁港水産物供給基盤機能保全事業に係る工事請負費に組
み替え、事業の進捗を図る。

合　　計 184,000
４　事業の効果

14. 工事請負費 178,500 11,040

３　補正予算額
節 現計予算額 補正予算額 補正後予算額

内容 費用 国県費

2,500 500 500 継　続

第３次白石町総合計画 3 活気と魅力のある豊かなまち【産業の振興】 施策 20 水産業の振興

農林水産業の振興 取組 1 生産基盤の整備

予 算 額 10,000
国庫 県費 地方債 その他 一般財源 45

所属
農村整備課

目   名   称 漁港整備事業費
水産林務係

財 源 内 訳 予算書頁

本年度当初 186,919 現計予算 186,919
6,500

区分 令和６年度　３月補正 会計 一般会計 総合戦略 無 過疎計画 有

款 6 項 3 目 3
細事業名 漁港整備事業費

内容説明
新有明漁港泊地測量設計業務委託料の入札減による減額
底質土砂分析業務委託料の事業量減による減額
新有明漁港泊地浚渫工事の事業量増による増額

細節
測量設計委託料
その他委託料
工事請負費



単位：千円

第 章

第 節

地方債の名称　過疎対策事業債
その他の財源 土地改良区負担金

補助率0.5995
・工事請負費の増額　　 9,000千円 　国庫補助金の補正予算の内示に伴い工事請負費（9,000千円）を増額し令和7年度へ繰り越す。
・工事請負費の繰越 490千円 　補正予算の増額にあわせて、令和6年度の工事請負費の一部(490千円)を令和7年度へ繰り越す。
・土地購入費の繰越額 2,600千円 　町道太原本線において今年度買収できなかった土地購入費（2,600千円）を令和7年度へ繰越す。

４　事業の効果
　整備計画路線は、主に小中学校の通学路となっており、国の補助事業を活用した道路整備（歩道設置）を行うことにより歩行者の安全性が確保できる。

所属
建設課

目   名   称 道路新設改良費
建設係

財 源 内 訳 予算書頁

区分 令和６年度　３月補正 会計 一般会計 総合戦略 有 過疎計画 有

款 8 項 2 目 2
細事業名 通学路整備事業

本年度当初 35,895 現計予算 40,895
第３次白石町総合計画 1 ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

予 算 額 9,000
国庫 県費 地方債 その他 一般財源 46

4,796 2,300 1,904 継　続

施策 9 道路・橋りょうの整備

財源内訳 　 国庫補助金 4,796

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 体系的な交通網の整備・充実 取組 1 道路・橋りょうの整備

　 起　債 2,300

１　補正の理由
　補助対象事業費（補正） 8,000
　町　 単　 独　 費（補正） 1,000

　 一般財源 1,904
２　 事業変更内容

３　補正予算額

節 現計予算額 補正予算額 補正後予算額 繰越額 細節 内 容 説 明

14. 工事請負費 7,500 9,000 16,500 9,490 工事請負費
＜当初予算繰越＞　廿治大井線道路舗装工事(L=130ｍ)　　490千円
＜補正予算繰越＞　廿治大井線道路舗装工事(L=130ｍ)　9,000千円

＜当初予算繰越＞
　　太原本線　用地買収　A=880.0㎡（宅地：20.0㎡、田：860.0㎡)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,600千円

合　　計 12,600 9,000 21,600 12,090
＜当初予算繰越＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,090千円
＜補正予算繰越＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9,000千円

16. 公有財産購入費 5,100 0 5,100 2,600 土地購入費

　国土交通省所管である交通安全対策事業（通学路緊急対策）の当該年度国庫補助金の補正予算において、追加内示を
受けたことにより事業費を増額する。また、測量設計業務において関係機関との協議に時間を要したため、用地買収面積の
確定が3月になったことにより、今年度買収できなかった土地購入費と併せて次年度へ繰越し事業進捗を図る。
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